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第１８章　　　　文化
　
大阪府所管の主要文化施設等
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利用者数は減少
平成26年度における大阪府所管主要文化施設等(11施設)の利用者数の合計は、242万3,927人で、前年度に比べ5万4,866人(前年度比2.2％)の減少となっています。
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図書館の蔵書冊数と個人貸出数

　人口１人あたりの個人貸出数は6.04点　全国を上回る　
平成25年度末における大阪府内の図書館の蔵書冊数は2,441万６千冊、個人貸出数は5,348万１千点となっており、人口(平成25年10月1日現在886万280人)１人あたりの蔵書冊数は2.76冊、個人貸出数は6.04点となっています。
なお、全国の人口(同１億2,729万８千人)１人あたりの蔵書冊数は3.32冊、個人貸出数は5.32点となっています。

図書館の蔵書冊数及び個人貸出数の推移(総数及び人口１人あたり冊数、点数)
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各人が自由に使える時間における活動(３次活動) 

過去20年で、「休養・くつろぎ」、「テレビ･ラジオ･新聞･雑誌」の時間が増加　
平成23年における大阪府の週全体の３次活動の総平均時間の合計は、393分でした。このうち、「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌」の総平均時間が155分と、３次活動全体の39.4％を占めています。
３次活動について過去20年の推移は、平成３年に74分だった「休養・くつろぎ」の総平均時間が平成23年には91分(17分増)、平成３年に124分だった「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌」の総平均時間が平成23年には155分(31分増)と、「休養・くつろぎ」、「テレビ･ラジオ･新聞･雑誌」の時間が増えています。
一方、平成３年に42分だった「交際・つきあい」の総平均時間は、平成23年には21分(21分減)に、平成３年に37分だった「学習・研究(学業以外)」の総平均時間は、平成23年には12分(25分減)に減少しています。
３次活動の推移(週全体：総平均時間)
(※)その他は、「ボランティア活動・社会参加活動」、「受診・療養」、「その他」の合計


旅行・行楽に関する行動者数、行動者率

55～64歳区分の行動者率の低下が顕著　
平成23年において、過去１年間に「旅行・行楽(総数)」を行った行動者数は583万人で、行動者率は73.5％となっています。前回(平成18年)の調査では、行動者数は599万２千人、行動者率は76.4％であり、今回の調査と比較すると、行動者数は16万２千人減少し、行動者率は2.9ポイント減少しました。

平成23年と平成18年において、旅行・行楽の行動者率を年齢階級別に比較すると、特に55～64歳区分において、行動者率が77.7％から69.4％(8.3ポイント減)へと、他の年齢階級区分に比べ、行動者率が大きく減少しています。

大阪府所管主要文化施設等の利用数
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旅行・行楽(総数)の行動者率
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